
平

成

二

十

八

年

二

月

宗
学
院
論
集
第
八
十
八
号
抜
刷長

西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

―
―

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
―

佐

竹

真

城





長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

―

　
「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
―
―

問
題
の
所
在

覚
明
房
長
西

（
一
一
八
四
―
一
二
六
六
）
は
、
そ
の
教
学
が

一
般
に

「諸
行
本
願
義
」
と
評
さ
れ
、
法
然

（
一
一
三
三
―
一
二
一
三
）

の
門
流
に
お
い
て
は
邪
義

・
異
端
の
人
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
東
大
寺
凝
然

（
一
二
四
〇
―
一
三
二
一
）
の

『浄
土
法
門
源
流
章
』

（以
下
、
「源
流
章
」
と
略
称
）
に
は
長
西
の
教
学
を
、

住
心
、
良
遍
、
真
空
等
ノ航
皆
立
ッコ諸
行
本
願
発
・。
与
二長
西
所
立
Ｌ

同
契
会
。

（２
）

（『大
正
蔵
』
巻
八
四

・
二
〇

一
頁
中
）

と
評
し
、
住
心

（―

一
二
四
五
―
）
・
良
遍

（
一
一
九
五
―

一
二
五
二
）
・
真
空

（
一
二
〇
四
―

一
二
六
八
）
ら
が
主
張
す
る

「諸
行
本
願

義
」
と
、
長
西
所
立
の
教
義
と
が
同

一
に
し
て
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
も
時
代
を
同
じ
く

活
躍
し
た
西
山
派
の
行
観

（
一
二
四
一
―

一
三
二
五
）
が
著
し
た

「選
択
集
秘
抄
』
に
は
、
諸
行
本
願
の
人
師
と
し
て
真
空
を
挙
げ
、

真
空
の
所
談
と
し
て
左
の
如
き
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

川
馴
瓢
劃
褻
川劉
到
剛
引
劉

・́‐句
Ｊ到
「
測
用コ
司剥
副
躙引
割
り
劇
醐可
劃
引
珂
「期
囲
副
襲

学
匠
「
有
〕‐
用
，「
此
′選
提
・事
´
言
叫
フ肌
帰
ラ
こ
覚
明
一尻
元
ψ
只
■
二ん
賜
・、
足
会
機
４
‐
布
‐
一氏
。
雖
モ
ニ会
軋

・卜何
島
可
シ
【
札
一一
テ
帰
り
了
り
”
証

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

佐

竹

真

城



長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

以
諸
行
本
願
立

ハ不
レ可
ン用
二此
文
・ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻
八
・
三
六
七
頁
上
）

す
な
わ
ち
、
真
空
が
長
西
の
所
立
も
諸
行
本
願
義
で
あ
る
と
聞
き
、
直
接
会

っ
て
法
門
を
談
合
し
よ
う
と
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
長
西
は

『選
択
集
』
を
講
じ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
真
空
が

「
『選
択
集
』
を
用
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
難
じ
て
帰
ろ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
長
西
は

「会
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
答
え
た
が
、
「何
を
会
釈
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
諸
行
本
願
と
義
を
立
て
る
の
な

ら
ば

『選
択
集
』
は
用
い
な
い
の
だ
」
と
批
難
し
て
帰

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
空
教
学
と
長
西
教
学

を
同
等
の
も
の
と
す
る
凝
然
の
所
伝
と
、
異
な
る
点
を
存
す
る
と
い
う
行
観
の
所
伝
と
両
様
あ
り
、
長
西
没
後
か
ら
数
十
年
と
い
う
か

な
り
古
い
段
階
で
、
長
西
教
学
と
し
て
の

「諸
行
本
願
義
」
定
義
に
見
解
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
遠
く
年
月
を

隔
て
た
現
代
に
お
い
て
も
、
長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
定
義

（理
解
）
は

一
定
で
は
な
く
、
辞
典
を
披
く
と
左
の
如
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。

●

『浄
土
宗
大
辞
典
』

翻
倒
以‐
外
の
諸
行
も
念
仏
と
同
様
に
仏
が
本
願
に
お
い
て
誓
わ
れ
た
浄
土
往
生

が
説
く
教
義
で
、
九
品
寺
義
、
九
品
義
と
も
い
う
。

の

行
で
あ
る
と
い
う
説
。
…
中
略
…
覚
嚇
粛
熟
配

（巻
二

・
三
六
〇
頁
、
「諸
行
本
願
義
」
項
）

郡
認
賢
望
融
律
状
３
鳳
議
で
は
　
釧
詢別倒
劇
「創
川「Ч
∃
剛
劇
И月［Ⅵ
国
「剰
潮
「
劇
ｄ
「徊
川
「引
刻
『刑
「
例
釧
ｄ「
‐引
口日
『
洲
「づ
一‐綱
到
測
刻
コ
到
劇
『で
渕
「
∃
「
Ｎ

一
‐
劃

酬
洲
測
周
利
用
「
ｑ
…

（以
下
省
略
）

●

『
真
宗
新
辞
典
』

（巻
二
・
三
六
〇
頁
、
「諸
行
往
生
」
項
）

な
お
法
然
門
下
の
中
に
、
「刹
］馴
の
一‐日
「司
国
調
刻
「ロ
コ
『湖
［剰
引
引
『
劇
劉
訓
【側
「困
コロ
ョ
「
（３
徹
当
ら
３
町
２
謙
）
が
ぁ

っ
た
。

（二
八
九
頁
、
「諸
行
」
項
）

こ
れ
ら
を
纏
め
る
と
、
長
西
教
学
を
指
す
場
合
の

「諸
行
本
願
義
」
と
い
う
用
語
の
定
義
は
、



①
念
仏
以
外
の
行
も
仏
が
誓
わ
れ
た
往
生
行
で
あ
る

②
念
仏
と
諸
行
は
共
に
往
生
の
正
因
で
あ
り
優
劣
は
な
い

③
本
願
の
真
意
は
諸
行
往
生
に
あ
る

と
い
う
三
通
り
あ
り
、
辞
典
間
さ
ら
に
は
同
辞
典
内
で
も
項
目
間
で
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
諸
先
哲
の
研
究
に
お
い
て
は
、
法
然
門
下
で
あ
り
な
が
ら
諸
行
本
願
を
主
張
し
た
人
師
と
し
て
厳
し
い
言
葉
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
長
西
教
学
を
体
系
的
に
論
じ
た
諸
研
究
は
、
今
日
で
は
長
西
撰
述
が
疑
問
視
さ
れ
る
書
や
、
長
西
撰
述
と
決
し
難
い

曖
味
な
書
を
多
分
に
用
い
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
西
門
弟
や
諸
師
の
著
作
に
散
見
す
る
説
を
も
っ
て
長
西
義
と
し
て
扱
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
二
次
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

純
粋
な
長
西
教
学
と
評
価
し
て
良
い
の
か
は
疑
点
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
長
西
真
撰
書
で
あ
る

「浄
土
疑
芥
」
に
限
定
し
て
読
み
解
い
て
い
く
と
、
従
来
の

「諸
行
本
願
義
」
理

解
に
対
し
て
疑
間
が
生
じ
て
き
た
。
そ
の
疑
義
か
ら
は
、
か
つ
て
石
田
充
之
博
士
が
長
西
教
学
を
論
じ
る
な
か
で
、

長
西
の
主
張
が
法
然
の
直
弟
浄
土
教
者
と
し
て
、
称
名
正
定
業
、
制
「樹
「創
倒
引
創
剰ロコ
コ到日「引
制
コ馴「ｑ
倒
劇「用
コ］刻
∃□馴
劉の
「＝
「□
二・‐圏

て

成

さ
れ

い
る
こ
と
は
看
週
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
ｃ
単
な
る
諸
行
往
生
の
み
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
。

（「日
本
浄
土
教
の
研
究
』
三
四
一
頁

「結
論
」）

と
評
し
た
こ
と
が
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
小
論
で
は
長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
に
つ
い
て
、
「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
前
掲
の
三
定
義
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
形
で

再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

一　
主
要
な
先
行
研
究
と
使
用
さ
れ
る
典
籍
に
つ
い
て

ま
ず
、
今
日
ま
で
の
長
西
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

長
西
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
徐
玉
蓋
博
士
は
三
つ
の
段
階
に
区
分

・
整
理
し
て
い
る
。
以
下
し
ば

ら
く
、
徐
博
士
の
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
小
論
に
関
連
す
る
点
、
す
な
わ
ち
研
究
に
使
用
さ
れ
た
著
作
を
中
心
に
纏
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
初
期
段
階
と
し
て
次
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
望
月
信
亨
著

『浄
土
教
の
研
究
』
（
一
九
一
一
年
）

上
記
の
望
月
博
士
の
研
究
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
古
写
本
が
発
見
さ
れ
る
以
前
も
の
で
、
史
料
的
な
制
約
が
大
き
い
な
か
で
の
成
果

で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
著
作
は

『選
択
本
願
念
仏
集
名
体
決
』
（以
下

『名
体
決
」
と
略
称
）
と

『念
仏
本
願
義
』、
そ
し
て

『源
流
章
』

及
び
法
然
門
下
諸
派
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
第
二
段
階
と
し
て
以
下
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②
岸
章
二
稿

「輪
藤
敵
観
経
疏
光
明
抄
舷
此

（？
）
と
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問
題
」

（『宗
学
研
究
』
巻
一
一
ｏ
一
九
二
五
年
）

③
石
橋
誠
道
著

『九
品
寺
流
長
西
教
義
の
研
究
』
（
一
九
二
七
年
）

０
安
井
広
度
著

『法
然
門
下
の
教
学
』
（
一
九
二
八
年
）

⑤
石
田
充
之
著

『日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（
一
九
六
三
年
再
版
）

０
普
賢
晃
寿
稿

「法
然
門
下
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
扱
い
」
（龍
谷
大
学
真
宗
学
会
編

『法
然
と
そ
の
問
下
の
教
学
』、　
一
九
七
二
年
）

０
石
田
充
之
著

『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

（
一
九
七
九
年
）



上
記
の
研
究
は
何
れ
も
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
金
沢
文
庫
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
古
写
本
を
研
究
対
象
に
加
え
て
纏
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

②
の
岸
氏
の
論
考
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
を
解
説
す
る
中
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
他
の

「浄
土
疑
芥
」
に
も
言
及

し
て
い
る
。

③
石
橋
氏
の
研
究
は
、
望
月
博
士
と
同
様
に

『名
体
決
』
や

『念
仏
本
願
義
』
等
の
著
作
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
「浄
土

疑
芥
」
こ
そ
使
用
し
な
い
が
、
『専
雑
二
修
義
』
等
の
新
出
文
献
を
翻
刻
し
、
そ
れ
ら
を
長
西
の
著
作
、
あ
る
い
は
長
西
門
弟
の
著
作

と
推
定
し
て
依
用
し
て
い
る
。

０
の
安
井
博
士
の
考
察
で
は
、
先
行
研
究
を
継
承
し
な
が
ら
、
主
に

『名
体
決
』
と

『念
仏
本
願
義
』
を
用
い
て
研
究
し
て
い
る
。

ま
た
、
「教
判
論
」
「
三
心
観
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は

『観
経
疏
光
明
抄
』
を
使
用
し
て
纏
め
、
業
成
論
の
項
で
は

「浄

土
論
注
要
文
抄
』
（著
書
の
な
か
で
は

『論
註
光
明
抄
』
と
呼
称
）
の
引
用
も
見
ら
れ
る
。

③
の
普
賢
博
士
の
論
考
は
、
念
仏
と
諸
行
の
扱
い
に
論
及
す
る
な
か
で
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
・
『名
体
決
』
・
『念
仏
本
願
義
』
を
中

心
に
用
い
て
研
究
を
纏
め
て
い
る
。

⑤

ｏ
Ｏ
の
石
田
博
士
の
研
究
は
、
先
行
研
究
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
手
法
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
長
西
選
述
と

さ
れ
る
著
作
を
広
範
に
扱

っ
て
論
じ
て
お
り
、
今
日
の
長
西
研
究
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

「浄
土
疑
芥
」
の
な

か
で
使
用
し
た
の
は

『観
経
疏
光
明
抄
』
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
新
出
史
料
と
し
て
金
沢
文
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た
古
写
本
、
特
に

『観
経
疏
光
明
抄
』
を
大
い
に
活
用
し
て
い
く
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

最
後
に
、
第
二
段
階
と
し
て
以
下
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ

③
坪
井
俊
映
稿

「長
西
浄
土
教
と
善
導
浄
土
教
」
（『善
導
教
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』、　
一
九
八
一
年
）

③
吉
田
淳
雄
稿

「覚
明
房
長
西
の
浄
土
思
考
―

『選
択
本
願
念
仏
集
名
体
決
』
を
中
心
に
―
」

（『大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
巻
二
四
、
二
〇
〇
〇
年
）

⑩
吉
田
淳
雄
稿

「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
（『仏
教
論
叢
』
巻
四
四
、
二
〇
〇
〇
年
）

①
那
須

一
雄
稿

「覚
明
房
長
西
に
お
け
る

「専
修
」
理
解
に
つ
い
て
」
（『宗
教
研
究
』
巻
三
二
九
、
二
〇
〇
四
年
）

０
吉
田
淳
雄
稿

「
『念
仏
本
願
義
』
に
つ
い
て
」
（『仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊

「浄
土
教
典
籍
の
研
究
」、
二
〇
〇
六
年
）

０
那
須

一
雄
稿

「覚
明
房
長
西
に
お
け
る

『往
生
要
集
』
理
解
に
つ
い
て
」
（『宗
教
研
究
』
巻
二
五
五
、
二
〇
〇
八
年
）

ω
那
須

一
雄
稿

「覚
明
房
長
西
に
お
け
る

『観
無
量
寿
経
』
九
品
段
の
解
釈
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
六
二
―
二
、
二
〇

一
四
年
）

①
徐
玉
蓋
稿

「覚
明
房
長
西
の
起
行
論
と
そ
の
特
色
―

『観
経
疏
光
明
抄
』
に
現
わ
れ
る

「諸
行
」
観
を
中
心
と
し
て
―
」

（『中
国
文
化
研
究
』
巻
三
〇
、
二
〇

一
四
年
）

上
記
の
う
ち
、
③
の
坪
井
博
士
の
論
考
は
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
を
は
じ
め
と
し
た

「浄
土
疑
芥
」
を
用
い
ず
に
、
『念
仏
本
願
義
』

や
門
弟
の
著
作
等
に
よ
っ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。

③

・
⑩

ｏ
Ｏ
の
吉
田
氏
の
論
考
は
、
特
に
長
西
の
著
作
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
「浄
土
疑
芥
」

へ
の
言
及
は
そ
れ
ほ
ど

詳
し
く
な
い
が
、
「念
仏
本
願
義
』
が
長
西
門
弟
で
あ
る
道
教
の
撰
述
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
石
田
博
士
の
説
を
、
道
教
の
著
作

で
あ
る

『諸
行
本
願
義
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
補
強
し
た
成
果
は
、
今
日
で
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
と
い
え
る
。

①

・
０
の
那
須
氏
の
研
究
と
、
①
の
徐
博
士
の
論
考
は
、
先
行
研
究
を
継
承
し
つ
つ
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
を
活
用
し
て
の
研
究
で

あ
る
が
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
以
外
の

「浄
土
疑
芥
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
段
階
で
は
、
第
二
段
階
の
如
く
長
西
教
学
を
網
羅
的
に
論
じ
る
と
い
う
よ
り
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
論
点
を
絞

っ
て
細
部
ま
で



究
明
し
、
先
行
研
究
を
超
え
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

以
上
、
長
西
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
と
、
研
究
に
使
用
さ
れ
た
著
作
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
長

西
教
学
が
解
明
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
の
第

一
段
階
で
は
金
沢
文
庫
よ
り
顕
出
さ
れ
た
古
写
本
が

用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
段
階

・
第
二
段
階
で
は

『観
経
疏
光
明
抄
』
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
長
西
の
著
作
で
あ
る
確
証
が
な
い
著

作
と
混
在
し
て
論
が
展
開
さ
れ
た
り
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
以
外
の

「浄
土
疑
芥
」
に
ま
で
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
点
に
不
十
分
な
感
は
否
め
ず
、
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

二

「浄
土
疑
芥
」
に
つ
い
て

次
に
、
小
論
に
お
け
る
中
心
文
献
で
あ
る

「浄
土
疑
芥
」
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

現
在
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
は
、
●

『観
経
疏
光
明
抄
』
（全
十
八
巻
中
五
巻
分
残
存
、
残
存
巻
も
欠
失
箇
所
有
）、
②

『往
生
礼

讃
光
明
抄
』
（全
三
巻
中
巻
二
・
三
の
合
冊
本
残
存
、
残
存
巻
も
欠
失
箇
所
有
、
以
下

『礼
讃
光
明
抄
」
と
略
称
）、
０

『群
疑
論
疑
芥
』
（全

八
巻
中
巻
六
・
七
・
八
残
存
）、
０

『論
註
疑
芥
』
（金
沢
文
庫
に
お
け
る
蔵
書
名
は

「浄
土
論
注
要
文
抄
』、
全
二
巻
中
一
部
欠
失
、
以
下

『要

文
抄
」
と
略
称
）、
０

『法
事
讃
疑
芥
』
（金
沢
文
庫
に
お
け
る
蔵
書
名
は

『法
事
讃
光
明
抄
』、
全
四
巻
中
一
部
欠
失
）
と
い
う
五
書
が
蔵
さ

れ
、
長
西
撰
述
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

『群
疑
論
疑
芥
』
は
、
現
存
す
る
巻
六
・
七

・
八
の
表
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「群
疑

―

　　　（ｎ
）　
　
　
　
　
　
　
　
―

，
　

（１２
）　
　
　
　
　
　
　
　
―

，
　

（１３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１４
）

論
第
六
疑
芥
答
」
「群
疑
論
疑
芥
第
七
」
「群
疑
論
疑
芥
第
八
」
と
あ
り
、
巻
六
内
題
に
は

「浄
土
疑
芥

〈通
申
説
経
部
群
疑
論
第
六
〉
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「○
○
疑
芥
」
と
い
う
書
名
は
、
「浄
土
疑
芥
」
と
い
う
大
部
の
著
作

（シ
リ
ー
ズ
）
に
お
け
る
個
別
の
名

称
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て

『序
分
義
光
明
抄
』
巻

一
内
題
に
は
、

測
劃
劉
州

〈別
申
観
経
部
善
導
疏
第
二
〉
劇
劃̈
洲̈
鮒
日̈
一∃
一劉
鋼

〈各
以テ
ニ
ロ
発
・書
シ
ンち
一丸
以テ
ニ私
偽
一カロフ
レ之
二〉

長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

（『宗
学
研
究
』
巻

一
一
。
一
八
四
頁
）

と
あ
り
、
「散
善
義
光
明
抄
』
巻

一
／
二
内
題
に
も
、

測
∃
劉
州

〈別
申
観
経
部
善
導
疏
第
四
〉
劇
割
捌
調
り
劉
劉
釧

〈各
以テ
ニ
ロ
入フ
・書
シ
レ乙
・丸
カロフ
ニ私
解
ヲ
・〉

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四
・
一
四
五
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
、
『法
事
讃
疑
芥
』
巻

一
内
題
に
お
い
て
も
、

削
劃
劉
州

〈別
申
小
経
部
善
導
法
事
讃
〉
劇
劃
洲
調
日
コ
劉
鋼

〈各
以
テ
ニ
ロ
ら
・書
シ
ン之
ヲ
・丸
カロフ
ニ私
協

〉̈

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、　
一
丁
右
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
内
題
に
続
い
て

『群
疑
論
疑
芥
』
に
は
確
認
し
得
な
か
っ
た

「欣
浄
沙
門
長
西
録
」
と
い
う
撰

者
名
が
付
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
、
そ
こ
に
長
西
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
長
西
撰
述
書
と
し
て
著
名

な

『浄
土
依
憑
経
論
章
硫
目
録
』
、
い
わ
ゆ
る

『長
西
録
』
に
用
い
ら
れ
る
表
記
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
法
然
門
下
の
覚
明
房
長
西

そ
の
人
の
撰
述
書
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
し
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『礼
讃
光
明
抄
』
は
内
題
と
撰
号
を
欠
く
も
の
の
、
書
名

が
記
さ
れ
た
表
紙
を
有
し
て
い
る
点
に
加
え
、
『散
善
義
光
明
抄
』
と
説
示
の

一
致
す
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
長
西
撰
述

書
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て

『要
文
抄
』
も
同
様
に
内
題
と
撰
号
を
欠
い
て
い
る
が
、
文
体
の
特
徴
や
教
説
の

一
致
等
か
ら
判
断
し

て
、
長
西
撰
述
書
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

如
上
、
「浄
土
疑
芥
」
は
長
西
真
撰
書
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
長
西
研
究
に
あ
た
っ
て
の

一
次
史
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
以
外
は
公
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
前
項
で
確
認
し
た
如
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。



三
　
念
仏
以
外
の
行
も
仏
所
誓
の
往
生
行
な
の
か

こ
れ
よ
り

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
、
問
題
の
所
在
で
挙
げ
た
長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
定
義
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
「念
仏
以
外
の
行
も
仏
が
誓
わ
れ
た
往
生
行
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
た
い
。

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

又
雑
善

者
何
等
欺
。
答
。
念
仏
外
諸
行
也
。
此
即
正
雑
二
行
中
雑
行
也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

と
、
雑
善
と
は
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
り
、
正
雑
二
行
で
い
え
ば
雑
行
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て

「散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

熟
テ
一ふ
ク、
又
雑
毒
等ト
ハ者
、
念
仏
′
外
ノ余
行
也
。
疏
二雑
毒
ノ
も
恥
雑
行
也
卜
〈云
々
〉。
此
ノ義
如
何
ン。
答
フ．
此ノ義
大キ
ニ以テ
僻
見
獄
。
其
ノ
払

万
行
皆
為
二成
仏
′因
‐
・為
，
二
往
生
′因
‐
「
之
条
、
経
論
章
疏
其
′明
文
分
明
也
。
仏
′、満
足
大
悲
ノ
人
也
。
何
ソ誌
”毒
ラ与
フ
っ衆
生
二
・哉
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四
・
一
五
九
頁
、
※
巻

一
／
二
・
六
丁
左
）

と
あ
り
、
雑
毒
を
念
仏
以
外
の
行
、
す
な
わ
ち
雑
行
と
定
義
す
る
見
解
に
つ
い
て
僻
見
で
あ
る
と
し
、
雑
毒
と
雑
行
と
区
別
し
た
上
で
、

雑
行
を
含
む

一
切
の
行
が
す
べ
て
往
生

・
成
仏
の
因
と
な
る
こ
と
は
、
経
論
章
疏
に
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

又
観
察
等′諸
往
豊
ろ
レ臓
二本
願二・欺
。答フ。観
察
等′四′、可シレ臓
二第
十
八
願二・。川
郡
一召一駅一徽一礫一即
り
蝿一叙
限́一↓ゴ
部
利
一数一っ一鍋一部
部
出
一朧一「

バ
後

く
ら
，
Ｒ

挙
レ之
也
。

・也
。

来
迎
ノ
願
ナ
ル
カ
故
二．

（『宗
学
研
究
』
巻

一
四
ｏ
一
八
〇
頁
、
※
巻

一
／
二
。
一
五
丁
左
）

と
述
べ
て
、
諸
行
は
も
っ
ぱ
ら
二
十
願
に
順
じ
、
第
十
八
願
は
念
仏
と
諸
行
と
の
両
方
に
通
じ
る
旨
を
示
し
て
、
諸
行
往
生
も
弥
陀
の

本
願
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

如
上
、
諸
行
は
弥
陀
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願
に
乗
じ
る
こ
と
を
主
張
し
、
道
理
的
面
よ
り
諸
行
を
往
生

・
成
仏
の
因
と
し
て
容
認

す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
行
本
願
義
定
義
の
①

「念
仏
以
外
の
行
も
仏
が
誓
わ
れ
た
往
生
行

で
あ
る
」
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。

四
　
諸
行
と
念
仏
に
優
劣
は
な
い
の
か

次
に
、
「念
仏
と
諸
行
は
共
に
往
生
の
正
因
で
あ
り
優
劣
は
な
い
」
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

疑
テ・ふクヽ
利
一引一剛一劇
一別
一馴
一刺
倒
ヨ
一Ⅵ
一引
一川一州
側
劃
一割
一到
刈
訓
一「
‐̈・一各
。
側
劇
測
鮒
洲
闘
劉
創
側
訓
馴。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
・
三
丁
左
）

と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
念
仏
と
諸
行
と
を
分
け
隔
て
な
く
往
生
人
を
摂
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
摂
取
は
必
ず
念
仏
に

限
る
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

又
樹
割
何ソ‐鋼
引
劉
卿
。
答フ。
劇
剥
司
躙
網
判
劃
劉
到
「
測
川
劃
引
。
故二般
舟
誕
一ふソ
万
行
健
廻ンテ皆
得ンいモ往ク、トフ念
仏′
一行
最モ為リン尊
。

廻
生
ノ雑
善
恐
タ
ハカ
弱
シ
、
元シ【
Ｌ
コ
モ
ノ
一
日
七
日ノ急
・
〈文
〉
。　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

と
あ
り
、
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
る
雑
善
雑
行
は
疎
遠
で
あ
り
力
が
弱
い
か
ら
往
生
し
難
い
こ
と
を
、
『般
舟
讃
』
を
文
証
と
し
て
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
『礼
讃
光
明
抄
』
に
は
、

も
テ
一ふ
ν
釈
ス
コ
三
ら
当
体
ヲ
・之
処
既
二
一夕
・自
カ
ラ
造
り
”
男
退
失
ス「
今
一ル
一心
不
退卜
・相
違
如
何
ン。
答
フ。
付
キ
”
之
二有
リ
二三
解
・。　
一員
凡
夫
光
触
ノ
異
ナリ

詠
ク約
シ一
凡
夫
ノ迅
・・ル
ニ造
罪
退
失
卜
・、
凡
丸
退
位
ナ
ルカ
拠
。
約
シ
”
光
触
ノ篠
・・乃
一り
心
不
退卜
・、
仏
力
′
冥
カロナ
ル
カ
拠
。
・一
ハ定
善
散
善
ノ
異
ナつ
誌
ク約
シ一

定

ふ

徳

二

・
一
乃

二
心

不

退
卜

・、

悟
ル
一
無

ら

・
艇

。

約
シ
”
散

ら

者

二

・
一
ル

ニ
造

罪

退

失
卜

・、

未
タ

ン
得

二
無

毎

・
艇

。

一 ‐コ

‐劃

「馴

一川

創

一側

馴̈

コ

‐劃

均̈

細̈

「「

判̈

一州

一嗣

剣̈

¨



往
・一氏
二造
罪
失
‐
・、
余
行
無
華
摂
取
不
捨
ノ益

拠̈
。
紀
「念
佐
・一氏
二心
不
退
‐
・、
観
称
共
これ
】
摂
取
不
捨
ノ益
・凛
。

（
２０

）

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
。
二
四
丁
左
）

と
説
か
れ
、
三
心
の
当
体
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り

「自
造
罪
退
失
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「心
不
退
」
と
の
相
違
は
如
何
な
る
も
の
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
三
解
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
纏
め
れ
ば
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

③
諸
行
念
仏
の
異

②
定
散
二
書
の
異

①
几
夫
光
触
の
異

余
行
は
摂
取
不
捨
の
益
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
上

六
品
の
余
行
を
造
罪
退
失
と
い
う
。

散
心
の
者
は
無
生
を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
、
造
罪
退
失
と
い
う
。

凡
夫
は
退
位
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
造
罪
退
失
と

い
う
。

造
罪
退
失
と
す
る
解
釈

念
仏
は
観
念

ｏ
称
念
と
も
に
摂
取
不
捨
の
益
が
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
心
不
退
と
い
う
。

定
心
の
徳
は
無
生
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
心
不
退
と
い
う
。

光
触
は
仏
力
の
冥
加
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
心
不
退

と
い
う
。

心
不
退
と
す
る
解
釈

こ
の
な
か
、
殊
に
第
二
の
諸
行
念
仏
の
異
に
お
い
て
は
、
余
行
に
は
摂
取
不
捨
の
益
は
な
い
が
念
仏
に
は
摂
取
不
捨
の
益
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、
諸
行
と
念
仏
の
関
係
に
お
い
て
明
確
に
優
劣
の
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て

『散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

但
シ至り”
ハ定
散ト
ハ者
弘
願ノ外
ノ要
門
也
称
名
ト
ハ正シク弘
願ノ法
体
也
等
之
難
・者
、
此
又
ろ
レ爾ラ欺
。
披
二閲
スル
ニ解
釈
ノ次
第
・れ
二総
ル
意
・欺
。

先
ッ釈
スコ
ハ弥
陀
本
誓
願
極
楽
之
要
門
定
散
等
廻
向
等
フ
・、
此
′、本
誓
臆
者
往
生
′強
縁
也
、
日
剖
馴
劃
刻
Ⅲ
判

・‥‥．
‐
日
明
綱
側
。
次
二釈
スっ
ハ
一
向
専

念
等

・者
、
於
テ
ニ定
散
ノ
去
行
ノ
中
二
・諸
往
傍
也
、
因
明
也
。
念
仏
′、者
正
也
、
直
弁
也
。
鳥
二此
ノ
中
二
・観
念
等
′、助
業
也
、
称
名
′、定
業
也
。
拠

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

′
、ジ
一っ
（
、́
水
～

＞
‐

く
ズ
′
＞
、
一八く

‐

ゝ
‐

、～

＞
、
К
‥

ゝ
、

　

チ

　

ノ

　

　

　

キ

　

ノ

ノ

　

　

　

ノ

ハ

　

　

　

　

　

′

ノ

別

以
二正
定
業
・云
二
一
向
専
念
等
・也
。
比
即
与
奪
意
也
。
如
レ此
等
与
奪
傍
正
意
、
世
間
出
世
間
常
習
也
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
六
・
一
二
九
頁
、
※
巻
三
／
四
。
一
二
丁
左
）

と
あ
り
、
こ
れ
を
整
理
す
れ
ば
左
の
如
く
図
示
で
き
る
。

諸
行
―
―
＝
傍
＝
―
＝
因
明

定
散
去
行

観
念
等
―
―
＝
助
業

念
仏
―
＝
＝
正
―
―
＝
直
弁

称
名
―
―
＝
―
定
業
―
―
＝
正
定
業

す
な
わ
ち
定
散
の
去
行
の
な
か
、
諸
行
は
傍
因
で
あ
り
因
明

（
つ
い
で
に
明
か
さ
れ
た
法
）、
念
仏
は
正
因
で
あ
り
直
弁

（往
生
の
要
行

と
し
て
直
ち
に
説
か
れ
た
法
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
、
諸
行
と
念
仏
は
摂
取
の
益
の
有
無
や
往
生
の
難
易
、
傍
正
や
因
明
直
弁
対
等
で
差
別
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
諸
行
本
願
義
定
義
の
②
Ｌ
念
仏
と
諸
行
は
共
に
往
生
の
正
因
で
あ
り
優
劣
は
な
い
」
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
は
否
定
さ

れ
よ
う
。

五
　
念
仏
を
如
何
に
理
解
す
る
か

さ
て
、
前
項
で
念
仏
と
諸
行
に
優
劣
の
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
が
、
同
時
に
処
々
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
念
仏
と
い
う
語
が
、
法
然

門
下
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
と
は
些
か
異
な
る
点
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
し
ば
ら
く
長
西
に
お
け
る
念
仏
の
定
義
を

窺

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
二



ま
ず
、
『礼
讃
光
明
抄
』
を
見
る
と
、

熟
テ
一、

今
ノ
‐
翻
湘
到
剤
翻
称ノ‐刺
劇
馴
則
。
答
フ．
網
引̈
「剥
馴
一剛
一創
一側
刹
一引
一剣
・‐「側
一引
‐馴
一馴
‐
一日
【川
「副
悧̈
別̈
一劃
別
悧
判
―
「「
Ｊ
‐割
馴̈
馴̈
一引
一引
一国
側
ｏ

二
′ん
Ｌ
二
三
業
・念
偽
％
今
元
ψ
観
念
念
仏
也
。
シ
ク
ハ
　
リ
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
　
　
シ
ト
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

＝

‐‐‐

，
‐
一
‐
ヨ
「

‐
‐
‐
‐
‐
‐
「
「
１
■
―
―
―
列
―
―
―
―
―
―
ス

　

ー

，

委
　
在
二定
善
義
抄
・可
レ釈

〈
云
々
〉。
二
部
経
中
称
名
本
願
文
未
レ見
ン之
。
観

仏
本
願
者
尤
観
経
第
十
三
観
分
明

者
哉
。
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
／
三
。
二
五
丁
左
―
二
六
丁
右
）

と
あ
り
、
『観
経
』
真
身
観
に
説
か
れ
る

「念
仏
衆
生
」
の

「念
仏
」
に
つ
い
て
、
０

一
向
称
名
、
０

一
向
観
察
、
０
広
亘
三
業
の
三

解
あ
る
が
、
今
は
０
観
念
の
意
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
観
仏
本
願
は

『観
経
』
の
十
三
観
に
分
明
で
あ
る
が
、

称
名
本
願
の
文
は

「浄
土
二
部
経
」
に
未
見
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
『序
分
義
光
明
抄
』
に
は
、

又
引
引
創
″、，‐一「剖
翻
一創
網
引̈̈
司
「側
則
「
劇
一「
副
劉
一引
一明。
既二一一”依
下
観
誅
・、
専
心
念
仏′、正
縫
注
想
、
西
ふ
依
報卜分
肱
ル也
。
］則「ｄ「リ

玄
義
′宗
旨
曝
既
一^
二観
仏
三
味
念
仏
三
味
‐
（
跳
二
一
経
所
説
′念
偽
・分
ラ一観
‐
念‐
ゴ
＋
・以
ラ
ニ称
名
ラ
・元
二念
偽
・。
為
醗
シ
今
不
”
一、
二観
念
‐
・

割
一劃
一刊
倒
一劃
別
¶̈
Ｊ
一銅
判̈
一網
引̈
一到
何
ソ
‐
割
劃
酬
念卜‐劃
叩

又
ん
二両
一豹
中
こ
・以テ
ニ称
各
・丸
一一
二四
十
八
願
中
専
念
名
号卜
・、
丸
一乃
二望
仏
本
願

一
向
専
称卜
・。
爾ラ
ハ者
如
何
ン。
答
フ。
所
ル
文
′、実
二以テ爾
也
。
国
割
一劃
倒
一田
一文卜‐ョ
到
引
一劉
一馴
一到
．個
一洲
一劉
一日
一瑚
網
一釧
一劃
一∃
一綱
一劉
一凹
「̈
其
ノ
‐
∃
副
一到
一「
一到

義
・可
レ得
レ意
也
。
ｖ‐創
的コ翻
制
「刊
「引
剤
「川
創
【卿
劃
一馴
馴
「翻
『創
刊
側
。
経
誌
”観
念
フ
・一ふ
ν
以テ”見
”諸
侮
・梃
名
ク卦念
仏
三
味卜
・
〈云
々
〉。

刻
一側
一ョ
一酬
一制
割
一川
刊
一劃
一翻
一到
雑
雛
説ヶ却然
彼
如
来
宿
願
力
故
等卜
・。
国
「『「コ
一．‐「『引劃
劇劃剛「個］創
側
耐
引利「
刻「引相引
引「‐副
「相「「川
″綱引
調『「「ｑ

時
ノ事
也
。
又
絡
ラ
・氏
二念
仏
‐
・之
一一一”広
ク
一Ｌ
二事
理
定
証
・也
。
拠
随
ヒ
一
説
処
二
・■
レ得
レ意
也
。

（「宗
学
研
究
』
巻

一
二
・
二
一
一
―
二
一
二
頁
、
※
巻
三

。
二
五
丁
左
―
二
六
丁
右
）

と
あ
り
、
「序
分
義
」
に
説
か
れ
る

「専
心
念
仏
」
を
観
念
と
定
義
し
た
後
、
「玄
義
分
」
の
観
仏
念
仏
両
三
昧
の
意
で
取
れ
ば
称
念
で

あ
る
の
に
ど
う
し
て
観
念
な
の
か
と
い
う
疑
難
を
設
け
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
「大
経
』
の
本
願
文
と

『観
経
』
の
文
は
念
仏
と
諸

行
と
を
並
説
す
る
の
で
、
念
仏
と
諸
行

・
観
念
と
称
念
と
い
う
差
異
は
与
奪
の
義
で
心
得
る
べ
き
こ
と
と
、
「念
仏
」
の
語
は
広
義
で

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

あ
る
か
ら
説
処
に
応
じ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
を
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

（観
経
文
）

本
願
文

諸
行

観
念

念
仏

亘
事
理
定
散
随
説
処
可
得
意

称
念

ま
た
、
「散
善
義
光
明
抄
』
に
は
、

念
仏
ノ
言
ノ
中
〓有
リ
二
三
業
ノ
念
仏
・。
ル
ンち
時
、
ヵ
ス
二
五
念
出
・、
現
元
二
五
種
正
行
‐
・也
。
ｍ
一ラ又
先
”之
観
仏
‐
念
仏
‐

二
也
。
〈７′、閣キ〓観
仏
三

味
フ
・、
魏
詢念
仏
三
』
・也
。
艇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『宗
学
研
究
』
巻

一
六
。
一
五
五
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
念
仏
と
い
う
語
に
は
三
業
の
念
仏
と
い
う
定
義
が
あ
り
、
こ
れ
を
開
示
す
る
と
五
念
門

・
五
正
行
と
な
る
が
、

さ
ら
に
分
け
れ
ば
観
仏
と
念
仏
と
の
二
義
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

「念
仏
」
の
語
は
広
義
で
あ
り
、
三
業
を
経
て
定
散

に
わ
た
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
左
図
で
あ
る
。

三
業
念
仏

以
上
を
纏
め
る
と
、
念
仏
と
は
三
業
の
念
仏
で
あ
り
、
説
処
に
応
じ
て
観
念

・
称
念
の
両
義
を
有
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
た
だ
し
、
観
念
的
要
素
が
強
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
前
掲
の

『散
善
義
光
明
抄
』
引
文

（第
四
項
所
引

『宗
学
研
究
』
巻
一

五
念
門

五
正
行

_ン

ヽ_― ~ノ

観
念

称
念

亘
定
散



六
二

二
九
頁
の
文
）
の
波
線
部
に
も
顕
れ
て
い
る
よ
う
に
、
観
念
を
助
業
、
称
名
を
正
定
業
と
述
べ
て
い
る
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
観
念
を
否
定
は
し
な
い
が
、
あ
く
ま
で
称
名
正
定
業
の
立
場
を
取
る
の
で
あ
る
。

六
　
本
願
の
真
意
は
諸
行
往
生
に
あ
る
の
か

最
後
に
、
「本
願
の
真
意
は
諸
行
往
生
に
あ
る
」
と
す
る
理
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『法
事
讃
疑
芥
』
に
は
、

以
二真
観
三
縁
之
釈
・准
レ彼
案
¨
二乙
、
今
人
能
念
仏
々
還
念
ハ者
、
散
心
也
。
此
得
二三
業
・。
如
二真
身
観
日
常
称
念
等
・。
此
即
念
仏

三
昧
為
宗
之
意
也
。
専
心
想
仏
々
知
人

者
、
此
得
二意
業

一
辺
・。
如
二真
身
観
衆
生
億
念
仏
等
・。
此
即
観
仏
三
昧
為
宗
意
也
。
劇

利
日間「川劉
「刊
念′‐月割
卸コ円ョ旦り‐「到
判
∃
釧
「制相鋼四創
【国「・‐脚］嗣「
川Ш引‐川刹「州銅網鯛綱別
劉
引調釧判到４劃
「
‐
・〓‥^‐口「・‐「業′‐中ノ‐］田測
「�「田『コ
ヨ硼
「″ヽ‐御Ｈ生′‐

正
業
、
儡
在
リ
ン之
二。
艇
釈
スっ肝
要
卜
・也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
・
一
〇
丁
左
）

と
あ
り
、
本
願
文
の

「乃
至
十
念
」
は
三
業
に
わ
た
っ
て
定
散
念
仏
の
義
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
散
心
の
称
名
念
仏
が
本

願
の
正
意

・
往
生
の
正
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
「要
文
抄
」
を
見
る
と
、

熟

，
一ふ
ν

故
ラ
ニ
弥

一
大

経
卜
観

経
ト
ノ
ニ

文
ヲ
・
為
テ
レ
首
卜
、

共
二
説
ク
一
ト
ニ
衆

生
′
之

謳

・有
ル
一
・何
ノ意
・乎
。
答
フ。
「利
月翻口「
ィ
「ョ
「劃
「川「川
伸円中′‐
一‐川
劃
利̈
冽
「引
剣
「劇
「

願
正
意

之̈
由
上也
。
其
故
本
論

以
二観
念
‐
・為
′
¨
正
、
又
分
呪
不
ン
鴫
二
称
名

・。
雖
〓
レ
爾
‐
‐
上
根

′勧
二
観
念

等
‥
・、
下
根

′■
レ勧
二
称
名
，
¨

耐
引相暢「「ョ・「国
「引創
「副］「同¶‐Ｊコ劉「ロ
コ網
刻
】利
，コ‐Ｈ引「判
冽「副
劇神。り‐
最
Ｌ
ンテ不レ【モ委ンツラ住
文
広
釈
細
明
也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
六
年
書
写
巻
子
本
、
巻
下

・
六
八
九
―
六
九
二
行
）

と
、
や
は
り
三
業
の
念
仏
の
な
か
で
は
回
業
の
称
名
が
本
願
の
正
意
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
次
い
で
そ
の
理
由
を
述
べ
る
な

か
で
、
こ
の
論
文
は
表
面
的
に
は
観
念
を
正
義
と
し
て
称
名
を
明
か
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
面
的
に
は
称
名
が
正
義
で
あ

長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

る
こ
と
を
顕
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
よ
り
、
ど
う
に
か
称
名
念
仏
中
心
に
先
哲
の
釈
義
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
更
に

『玄
義
分
光
明
抄
』
に
は
、

難
シテ
一ふ
ソ
和
尚
ノ
処
処
′解
釈
、
釈
ス
コ本
願
ノ
大
意
卜
三
経
ノ
正
意
ヲ
・之
処
、
九
一一
二観
仏
為
宗
念
仏
為
わふ
・、
九
一氏
二
四
十
八
願
中
唯
明
専
念
ミ
タ

名
号
得
生
等卜
・、
九
一一
二専
念
名
号
順
彼
仏
願
故
等
卜
（
或
′、一、
二望
仏
本
願

一
向
専
称
等
卜
・、
丸
一ル
ニ本
発
深
重
摂
願
以
者
何
名
号
等卜
・。
此

等
ノ
釈
文
′、明
鏡
也
。
而
ル
ニ何
ソ広
タ
ハ以テ
ニ定
散
′業
鴎

為̈
ス卦
往
生
′業
卜
・一ん
哉
。
答
フ。
此
ノ
難
実
二以
テ
爾
也
。
国
劇
「「「「鋼】倒
相州翻∃
利「Ｊ
鯛［「利
川Ｊ
引副
嘲「‐

網
月バ劇
「一劉「調
劃］劃「「］利一「「洲
綱「剣願卜‐・、‐‐「胴「
「開̈
二‐創
側
「「「行ヲ‐・‐「和「コ創
［劉劃
「刷・０‐‐̈
用「引引
日̈［「・‐劇
「一翻「創
劉「・‐「副，́‐翻［知‐＝中劉「引̈
別̈
引一一‐「「測鋼

正卜
．
Ｌ
以ラ
総
釈
之
時
〓
ノん
一ヽ
ニ
ミ
タ
本
誓
願
定
散
等
廻
向
等
‐
・、
別
釈
之
時
〓
ノ限
‐
ゴ
蚕
二専
念
ミ
タ
名
号
得
生
等
・也
。
然‐
′賊
以
二傍
正
与

奪
之
意
・可
三料
二簡
之
・也
。
聖
教
′常
ノ
習
也
、
札
二何
ナ
ル過
失
・敗
。

（『宗
学
研
究
』
巻
九

。
一
八

一
頁
）

と
あ
り
、
「浄
土
二
部
経
」
の
教
説
は
、
総
じ
て
い
え
ば
定
散
諸
善
が
弥
陀
の
本
願
で
あ
る
が
、
別
し
て
い
え
ば
念
仏

一
行
が
本
願
の

正
意
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
願
の
正
意
で
あ
る
念
仏
に
つ
い
て
、
観
念
的
要
素
を
含
ん
だ
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
前
に

一
瞥
し

た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
分
明
に
観
念
を
傍
、
称
名
を
正
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
総
釈
の
時
に
は
弥
陀
の
本
願
は
広
く

定
散
等
し
く
廻
向
す
る
等
と
説
か
れ
、
別
釈
の
時
に
は
弥
陀
の
名
号
を
専
念
し
て
往
生
す
る
と
説
か
れ
る
と
し
、
こ
ら
れ
は
傍
正

ｏ
与

奪
の
義
で
料
簡
す
る
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
論
理
構
造
を
簡
潔
に
示
せ
ば
左
図
の
如
く
な
ろ
う
。

（二
部
経
正
意
）

本
願
正
意

総
＝
―
＝
定
散
諸
善

傍
―
―
＝
観
念
等

別
―
―
＝
念
仏

一
行

正
―
―
＝
称
名
号



加
え
て
、
前
掲
の

『散
善
義
光
明
抄
』
引
文

（第
二
項
所
引
、
「宗
学
研
究
』
巻

一
四
。
一
八
〇
頁
の
文
）
の
波
線
部
に
見
ら
れ
る

「称
名

本
意
」
に
つ
い
て
も
、
「本
願
正
意
」
と
同
意
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

前
述
の
点
を
鑑
み
る
に
、
長
西
に
お
い
て
本
願
の
正
意
は
念
仏
、
そ
れ
も
畢
寛
称
名
に
あ
る
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
、

諸
行
本
願
義
定
義
の
③

「本
願
の
真
意
は
諸
行
往
生
に
あ
る
」
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
も
否
定
さ
れ
よ
う
。

結

語

小
論
で
は
長
西
教
学
と
し
て
の

「諸
行
本
願
義
」
に
つ
い
て
再
検
討
を
行

っ
た
。
論
点
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

従
来
、
長
西
教
学
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
の
撰
者
を
厳
密
に
議
論
し
た
上
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

そ
こ
に
撰
者
問
題
を
有
し
た
書
や
、
長
西
門
弟
を
含
め
諸
師
の
伝
承
す
る
説
が
混
同
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
は
、　
一
角
度
か
ら

見
れ
ば
大
変
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
翻

っ
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
こ
と
が
諸
辞
典
に
お
け
る
解
説
の
揺
ら
ぎ
を
生
じ

さ
せ
て
い
た

一
因
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
近
年
の
研
究
で
書
誌
的
な
面
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

改
め
て
純
粋
な
長
西
教
学
と
い
う
視
座
か
ら
見
た
際
、
再
検
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

長
西
の
主
著
と
も
い
う
べ
き

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
、
諸
辞
典
に
見
ら
れ
る
長
西
教
学
の
定
義
を
再
考
し
た
。
考
察
す
る
な
か
で
明

ら
か
と
な
っ
た
こ
と
の
要
点
を
以
下
に
記
し
て
お
く
。

長
西
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
誓
わ
れ
た
本
願
で
あ
る
か
ら
諸
行
に
よ
る
往
生
を
容
認
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
行
は
疎
遠
の
行
で
あ

る
た
め
往
生
し
難
い
う
え
に
摂
取
不
捨
の
益
が
な
く
、
定
散
去
行
の
な
か
で
は
傍
因
的
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
一
方

で
念
仏
は
摂
取
不
捨
の
益
が
あ
り
、
定
散
去
行
の
な
か
で
は
正
因
的
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
諸
行
と
念
仏
と
の
間
で

明
確
に
優
劣
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
念
仏
は
基
本
的
に
観
念
的
要
素
を
残
し
た
三
業
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
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長
西
の
「諸
行
本
願
義
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

そ
れ
で
も
傍
正

・
与
奪
の
義
を
も
っ
て
、
本
願
の
正
意
は
三
業
の
念
仏
の
な
か
、
畢
寛
称
名
に
あ
る
と
の
姿
勢
を
取
り
、
称
名
正
定
業

を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
「浄
土
疑
芥
」
の
説
示
か
ら
見
れ
ば
、
問
題
の
所
在
で
挙
げ
た
長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
に
関
す
る
三
定
義
の
う
ち
、
①

「念
仏
以
外
の
行
も
仏
が
誓
わ
れ
た
往
生
行
で
あ
る
」
に
つ
い
て
は
肯
定
で
き
る
も
の
の
、
②

「念
仏
と
諸
行
は
共
に
往
生
の
正
因
で

あ
り
優
劣
は
な
い
」
と
、
③

「本
願
の
真
意
は
諸
行
往
生
に
あ
る
」
と
い
う
二
点
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
よ
っ
て
、
長

西
教
学
を
指
す
場
合
の

「諸
行
本
願
義
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
見
解
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
考
察
で
は
長
西
教
学
の
一
端
を
窺

っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
「浄
土
疑
芥
」
は
散
逸
箇
所
も
多
く
あ
る
が
、
な
お
膨
大
な
分
量
を

有
し
て
い
る
か
ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
し
、
多
角
的
に
長
西
教
学
を
考
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
先
学

の
研
究
の
一
々
を
再
度
詳
細
に
検
討
し
、
小
論
の
妥
当
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
小
論
で
確
認
し
て
き
た
教
学
、
す
な
わ
ち
諸
行
と
念
仏

・
観
念
と
称
念
を
、
傍
正

・
勝
劣
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
、

『名
体
決
』
の
説
示
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
「浄
土
疑
芥
」
の
教
説
と
対
照
し
て
精
査
す

る
こ
と
は
、
「名
体
決
』
の
撰
者
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
点
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

T註

『四
十
八
巻
伝
』
に
は
、

覚
明
房
長
西
は
、
上
人
没
後
に
出
雲
路
の
住
心
房
に
依
止
し
、
諸
行
本
願
の
む
ね
を
執
し
て
選
択
集
に
違
背
す
。
こ
の

〔行
空

・
幸

西

・
長
西
の
〕
二
人
、
随
分
名
誉
の
仁
た
り
と
い
へ
と
も
上
人
の
冥
慮
は
か
り
が
た
き
に
よ
り
て
、
門
弟
の
列
に
の
せ
ぎ
る
と
こ
ろ

な
り
。
見
ん
人
あ
や
し
む
こ
と
な
か
れ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
全
』
巻

一
六

・
六
九
八
頁
上
、
※

〔　
〕
は
筆
者
註
）

と
あ
り
、
背
師
異
義
の
人
師
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

【引
文
凡
例
】
①
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
、
訓
点
は
発
表
者
の
手
で
補

っ
た
。
②
原
文
で
の
割
書

・

（２
）



細
字
箇
所
は
山
括
弧
で
表
記
し
た
。
③
既
翻
刻
文
献
を
原
本
と
照
合
し
て
誤
字
の
発
見
や
未
読
字
が
解
読
で
き
た
場
合
、
発
表
者
読
替

字

・
解
読
字
に
改
め
た
上
で
網
掛
け
表
記
し
、
出
拠
に
原
本
の
丁
数
を
併
記
し
た
。
④
湮
滅
箇
所
は

「□
」
で
示
し
た
。

（３
）

こ
の
逸
話
は
智
円
の

「選
択
集
私
衆
抄
』
（龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
、
巻
四
・
二
丁
右
）
に
も
確
認
で
き
る
。

（４
）

一
例
と
し
て
、
石
田
充
之
博
士
は
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
特
に
注
目
せ
ら
れ
て
い
る
」
（『日

本
浄
土
教
の
研
究
』
二
九
七
頁

「序
言
」
、
「法
然
上
人
間
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

・
七
三
頁

「序
言
」
も
ほ
ぼ
同
文
）、
「聖
道

に
対
し
浄
土

一
宗
の
独
立
の
旗
織
を
鮮
明
に
せ
る
法
然
上
人
が
、
諸
行
念
仏
と
対
立
せ
じ
め
、
廃
立
の
区
別
を
明
確
に
せ
ら
れ
た
る
に

刈
Ｈ
「

五
‐
ョ
「Ⅶ
”矧
・‐の
「訓
別
期̈
劃
Ｊ
コｑ
ｄ
劃
コ
国
釧
一́‐剣
月
劃
『釧
訓
ｕ
＝引
測
刻
「
「
引
１
冽
劇
Ⅵ
ヨ
劃
「日
『訓
劃̈
コ
ヨ̈
劇̈
「円
］酬
冽
Ｈ
羽
引
「副
＝
劃
劇
訓
倒
で
あ
る
」

（『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

。
一
七
二
頁

「結
論
」
）
と
評
し
、
安
井
広
度
博
士
は
、
「彼
が
種
々
に
苦
心
し
て
諸

行
非
本
願
義
の
会
通
に
つ
と
め
た
こ
と
や
、
又
生
涯
諸
行
本
願
義
の
宣
布
に
つ
と
め
た
ら
し
い
形
跡
を
顧
み
る
と
き
、
彼
自
ら
が
果
し

ｄ
劉
一冽
月̈
一コ
到
一劃
一例
「
利̈
力、‐
月
引
剰
一剰
細
一劉
到
利
劉
の
で
あ
っ
て
」
（『法
然
門
下
の
教
学
』
六
〇
頁
）
と
評
し
て
い
る
。

（５
）

『念
仏
本
願
義
』
（『浄
全
』
巻
八
所
収
）
は
長
西
撰
述
書
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
門
弟
の
道
教
撰
述
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
（吉
田
淳
雄
稿

「
『念
仏
本
願
義
』
に
つ
い
て
」
（「仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
別
冊

「浄
土
教
典
籍
の
研
究
」
を
参
照
）。

（６
）

「選
択
本
願
念
仏
集
名
体
決
』
（「浄
全
』
巻
八
所
収
）
は
長
西
撰
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
判
定
し
た
の
は

『浄
全
』
の
編
者
を

嗜
矢
と
す
る
。
し
か
し
、
撰
者
を
隆
寛
と
す
る
説

（石
井
教
道
著

『選
択
集
之
研
究
」
「註
疏
篇
」
を
参
照
。
た
だ
し
、
石
井
博
士
は

隆
寛
説
に
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
る
）
や
、
道
教
と
す
る
説

（石
田
充
之
著

『法
然
上
人
間
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下
）
等
の

異
説
を
有
す
る
。
小
西
存
祐
氏
は
三
つ
の
観
点
よ
り

『浄
全
』
編
者
が

『名
体
決
』
を
長
西
撰
述
書
と
見
な
し
た
の
は
妥
当
で
あ
る
と

す
る

（『浄
全
』
巻
二
一
。
三
四
八
頁
を
参
照
）。
ま
た
、
近
年
で
は
吉
田
淳
雄
氏
が
、
標
題
の
立
て
方
と
い
う
視
点
も
加
え
て
長
西
撰

述
書
で
あ
る
こ
と
を
妥
当
と
す
る

（「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
、
「仏
教
論
叢
』
巻
四
四

・
九
八
頁
―

一
〇
〇
頁
参
照
）。
如
上
、
学
界

と
し
て
長
西
撰
述
書
と
見
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
未
だ
確
実
視
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（７
）

『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
」
巻
下
で
も
、
「諸
行
本
願
義
を
強
調
せ
ら
れ
る
と
は
云
え
、
法
然
門
下
の
一
人
で
あ
り
、
善

導
の
教
学
を
継
承
す
る
浄
土
教
徒
と
し
て
、
既
に
上
に
法
蔵
選
択
問
題
を
述
べ
し
下
に
於
て
言
及
せ
し
如
く
、
第
十
八
願
所
誓
の
称
名

念
仏
正
定
業
を
そ
の
主
張
の
中
心
基
底
と
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
一
一
四
頁

「因
願
論
」
参
照
）
と
述
べ
て
い
る
。

（８
）

「覚
明
房
長
西
の
起
行
論
と
そ
の
特
色
―

『観
経
疏
光
明
抄
』
に
現
わ
れ
る

「諸
行
」
観
を
中
心
と
し
て
―
」
（『中
国
文
化
研
究
』

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

一
九



長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

二
〇

巻
三
〇

。
二
五
―
二
七
頁
）
を
参
照
。

（９
）

安
井
博
士
前
掲
書
、
七
四
―
七
五
頁
参
照
。

（１０
）

こ
れ
ら
の
五
書
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
書
名
の
呼
称
が
少
し
く
異
な
る
が
、
石
田
博
士

（前
掲
書

［
一
九
六
三
年
再
版
］
二
九
九
―

三
〇

一
頁
、
［
一
九
七
九
年
］
七
八
―
八
〇
頁
）
。
安
井
博
士

（前
掲
書
三
六
―
三
七
頁
）
。
吉
田
氏

（前
掲
稿
九
六
―
九
八
頁
）
ら
も

紹
介
し
て
い
る
。
な
お
金
沢
文
庫
に
お
け
る
各
書
の
請
求
番
号
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
●

『観
経
疏
光
明
抄
』
…
九
四
―
六
―

一
～
七
、

０

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
…
九
四
―
三
、
０

『群
疑
論
疑
芥
』
…
九
四
―
五
―

一
～
三
、
●

『論
註
疑
芥
』
（『要
文
抄
』
）
…
三
〇
六

―
五
～
六
、
０

『法
事
讃
疑
芥
』
…
九
四
―
四
―

一
～
四
。

（Ｈ
）

金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
、
巻
六

・
表
紙
右
上
。

（１２
）

金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
、
巻
七

・
表
紙
中
央
。

（１３
）

金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
、
巻
八

・
表
紙
中
央
。

（１４
）

金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
、
巻
六

。
一
丁
右
。
な
お
、
巻
七
に
も

「浄
土
疑
芥

〈通
申
説
経
部
第
七
〉
」
（金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
、
巻
七

・

一
丁
右
）
と
あ
る
。

（１５
）

『仏
全
』
巻

一
。
三
二
七
頁
．

（１６
）

『浄
土
宗
大
辞
典
』
に
も
、
０
を
除
い
た
四
書
の
項
目
が
立
ち
、
長
西
撰
述
書
と
し
て
解
説
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
●
＝
巻

一
。
二

三
八
頁
の

「観
経
疏
光
明
抄
」
項
、
②
＝
巻

一
・
一
六
三
頁
の

「往
生
礼
讃
光
明
抄
」
項
、
０
＝
巻

一
。
三
四
八
頁
の

「群
疑
論
疑

芥
」
項
、
０
＝
巻
三
・
二
八
四
頁
の

「法
事
讃
の
末
書
」
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
「欣
浄
沙
門
長
西
録
」
直
下
の
割
書
に
見
ら
れ
る

「私
解
」
に
つ
い
て
は

一
考
を
要
す
る
。
岸
章
二
氏
は
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
を
加
え
た
上
で

「幾
多
の

『光
明
抄
』
は
思
想
と
し
て
長
西
の
口
述
を
弟
子
阿
弥
陀
房
が
受
け
こ
れ
に
私
解
を
加

へ
た
も
の
と
い
ふ

こ
と
に
な
り
、
…
中
略
…
私
云
と
い
ふ
私
料
簡
の
一
段
は
細
註
の
私
解
に
応
じ
て
阿
弥
陀
房
の
主
張
と
な
る
」
（「金
沢
文
庫
所
蔵

『観

経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五

（？
）
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問
題
」
、
『宗
学
研
究
』
巻

一
一
。
一
七

一

頁
）
と
示
唆
し
、
安
井
博
士
は

「門
弟
の
阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…

（中
略
）
…
自
説
を
加

へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」
（前
掲

書
三
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
の
先
行
研
究
も
こ
の
説
に
異
を
唱
え
た
も
の
は
な
く
、
今
日
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

（１７
）

『礼
讃
光
明
抄
』
（三
巻

・
二
四
丁
左
）
の
説
示
と
、
「散
善
義
光
明
抄
』
（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
〇
〇
頁
）
の
説
示
が

一
致
す



る
。
詳
細
は
小
論
の
註
（２０
）
を
参
照
。

（１８
）

詳
細
は
拙
稿

「金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
」
（『真
宗
研
究
』
巻
五
六
所
収
）
並
び
に

「金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論

注
要
文
抄
』
撰
者
考
」
（『岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
巻

一
二
所
収
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（１９
）
小
論
の
本
旨
か
ら
少
し
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
誤
解
を
指
摘
し
て
お
く
。
本
稿
で
は

「諸
行

一
向
可キ
レ順
ス
ニ廿
願
二
・也
」
と
翻
刻
し
た
が
、
「宗
学
研
究
』
で
は

「諸
欲

一
向
不
レ風
二廿
願
二
・也
」
と
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
徐
玉

蓋
博
士
が

「西
島
氏
ら
の
翻
刻
に
は
い
さ
さ
か
不
備
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
（前
掲
稿
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
も

『宗
学
研
究
』
の
翻
刻
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
問
題
を
呈
し
た
徐
博
士
は
、
「不
レ風
二廿

腱
こ

は
翻
刻
の
誤
り
で
、
「不
ン腱
二此
腱
こ

と
す
る
説
を
立
て
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

写
本
に
は

「不
順
此
願
」
の

「此
」
を

「廿
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「不
順
廿
願
」
と
す
れ
ば
、　
一
は
文
脈
に
合
わ
ず
、
二

は
同

「抄
』
の
流
通
分
釈
に
お
い
て
、
長
西
は

「諸
征
順
二
十
願
・故
也
。
但
不
順
別
願
二
↓」
と
述
べ
て
あ
り
、
も
し

「不
順
廿
願
」

と
読
む
な
ら
ば
、
長
西
説
自
体
に
矛
盾
が
出
る
。
す
る
と
、
石
田
氏

［８
一
０
］
（『法
然
上
人
間
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

。
一

一
四
頁
）
は

「誤
写
」
と
し
て
見
た
、
「廿
願
」
を

「十
八
」
と
し
、
ま
た
末
尾
の

「来
迎
願
故
」
と
考
え
合
わ
せ
て
、
引
用
文
の

「第
十
八
願
亘
念
仏
諸
行
」

一
文
の

「第
十
八
願
」
を

「第
十
九
願
」
と
読
み
替
え
、
よ
っ
て
、
「来
迎
願
故
」
を

「十
九
願
が
来

迎
の
願
で
あ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
筆
者
は
石
田
氏
の
説
を
賛
同
し
か
ね
る
。
と
い
う
の
は
、
写
本
の
他
処
を
合
わ
せ
見
る
と

「廿
」
と

「此
」
の
書
き
方
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
「廿
」
を

「此
」
と
読
め
ば
、
末
尾
の

「来
迎
肌
故
」
の

一
文
を
回
語
に
す

る
と

「来
迎
を
願
う
故
」
に
な
り
、
こ
う
す
れ
ば
、
写
本
の

「第
十
八
願
」
を

「第
十
九
願
」
と
読
み
替
え
な
く
て
も
、
全
体
の
筋

が
通
れ
る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（前
掲
稿
四

一
頁
、
な
お
引
用
文
中
の

（　
）
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

論
中
に
挙
げ
ら
れ
る
石
田
博
士
同
様
、
ど
う
に
か
意
を
取
ろ
う
と
し
て
読
み
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
原
本
、
す
な
わ
ち

『散
善

義
光
明
抄
』
第

一
／
第
二
。
一
五
丁
左
の
当
該
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
本
稿
の
引
文
中
に
示
し
た
よ
う
に

「不
」
は

「可
」
で
あ
り
、

「順
」
の
送
り
仮
名
も

「
セ
」
で
は
な
く

「
ス
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
る
と
、
他
所
に
見
ら
れ
る

「諸
行
は
二
十
願
に
順

じ
る
」
と
い
う
長
西
説
と

一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
徐
博
士
が
主
張
す
る

「廿
＝
此
」
と
い
う
説
も
ま
た
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

如
上
、
「観
経
疏
光
明
抄
』
を
研
究
に
用
い
る
際
に
、
『宗
学
研
究
』
の
翻
刻
は
大
い
に
参
考
と
な
る
が
誤
り
も
多
く
、
原
本
と
照
合
し

長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

二

一



た
上
で
引
用
す
る
な
ど
、
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『散
善
義
光
明
抄
』
に
も
、

森
テ
一ふ
ソ
若
シ
一ふ
一已
行
退卜
・者
、
礼
誕
一二
一卜蒙
光
明
者
心
不
退卜
・相
違
如
何
ン。
答
フ．
共
二
一
師
ノ解
釈
也
。
不
ニロ
相
違
。̈
住
”
之
二有
リ
二三
解
・。

刊
訓
引
利
利
剛
則
、
記
ク
及
自
造
罪
退
失
ト
ハ者
、
約
ス
ニ
凡
夫
′迅
（
是
退
位
ナ
ル
カ拠
。
心
不
退ト
ハ者
約
ス
〓光
脇
徳
二（
仏
力
′
冥
加
ル
カ拠
。
コ
訓
調
剖

創
善
ノ
‐
馴
ヽ
識
夕
及
自
造
罪
退
失
ト
ハ者
、
約
ス
ニ散
ふ
迅
・、
九
ロロロ′、散
善
ナ
ル
カ拠
。
心
不
退ト
ハ者
約
ス
ニ定
こ
・、
十
三
定
善
ナ
ル
カ拠
。
ヨ
劃
州
劉
引
り
剰
ヽ

記
夕及
自
造
罪
退
失ト
ハ者
約
ス
ニ余
往
・、
余
亀
無
キ
一摂
取
′益
・拠
。
心
不
退ト
ハ者
約
ス
ニ念
仏
二
・。
念
仏
′、定
散
共
二布
一摂
取
ノ益
・拠
。

（『宗
学
研
究
』
巻

一
五

。
一
〇
〇
頁
　
※
巻

一
六

ｏ
二
〇
丁
右
）

と
、
同
様
の
説
示
が
確
認
で
き
る
。

（２１
）

『名
体
決
』
の
教
説
は
、
吉
田
氏
前
掲
稿

（二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

【付
記
】

小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
哀
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［キ
ー
ワ
ー
ド
］

長
西
、
諸
行
本
願
義
、
疑
芥
、
光
明
抄
、
金
沢
文
庫

（２０
） 長

西
の

「諸
行
本
願
義
」
考

三
二






